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が ががが
考 考考考
え
る
え
る
え
る
え
る
「 「「「
グ
リ
ー
ン

グ
リ
ー
ン

グ
リ
ー
ン

グ
リ
ー
ン
都
市

都
市
都
市

都
市
」 」」」
と
は
と
は
と
は
と
は

□
“
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
（
緑
、
水
辺
、
景
観
な
ど
）
”
が
「
共
有

財
（
コ
モ
ン
ズ
）
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
行
政
、
市
民
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
議
論
し
、
目
標

を
持
っ
て
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

□
“
生
活
の
質
（
Q
u
a
lit
y
 o
f 
L
if
e
：
真
の
豊
か
さ
)”
と
い
う
概

念
の
理
解
・
共
有
が
進
み
,そ
れ
が
保
証
さ
れ
た
魅
力
的
な

街
区
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

□
結
果
と
し
て
“
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
”
が
活
性
化
し
、
人
間
性
の
回

復
が
実
感
で
き
て
い
る
。

□
環
境
負
荷
の
少
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
い
る
。

強
力

強
力
強
力

強
力
な ななな
磁
場

磁
場
磁
場

磁
場
を ををを
持 持持持
っ
た
っ
た
っ
た
っ
た
中
心
都
市

中
心
都
市

中
心
都
市

中
心
都
市
と
は
と
は
と
は
と
は

□
広
く
国
内
外
か
ら
、
創
造
性
に
富
む
多
様
な
人
材
を
多
く

集
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

□
多
様
な
人
々
の
交
流
や
地
域
の
人
々
と
の
触
発
が
活
発

で
あ
る
こ
と
。

□
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
や
交
流
の
中
か
ら
、
世
界
に
誇
る

モ
ノ
づ
く
り
技
術
と
芸
術
・
文
化
な
ど
が
融
合
し
た
“
な
ご
や
”

な
ら
で
は
の
新
た
な
価
値
（
最
先
端
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
が
次
々
と
世
界
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
ＩＣ
の
問
題
意
識

世
界
規
模
で
広
が
る
地
域
間
競
争

強
力
な
磁
場
を
持
っ
た
中
心
都
市

“
な
ご
や
”
の
存
在

風
土
の
醸
成
・
仕
組
み
づ
く
り

魅
力
的
な
街
並
み
都
市
基
盤
の
創
出

グ
リ
ー
ン
都
市
“
な
ご
や
”
へ

「
来
た
る
べ
き
州
都
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

地
球
温
暖
化

人
口
動
向

財
政
・
資
金

道
州
制

Ｇ
Ｎ
Ｉ

中
部
地
域
に
と
っ
て

“
な
ご
や
”
の
特
徴
：
取
り
柄
と
課
題

□
堅
実
で
、
“
名
古
屋
モ
ン
ロ
ー
主
義
”
と
も
い
わ
れ
る
独
立

独
歩
の
風
土

□
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
が
結
実
し
た
経
済
的
繁
栄
・
企

業
の
国
際
競
争
力

□
極
め
て
少
な
い
海
外
か
ら
の
直
接
投
資

□
ビ
ジ
ネ
ス
中
心
の
都
市
構
造
（
ホ
テ
ル
の
数
、
シ
ン
グ
ル

の
割
合
な
ど
）

□
環
境
負
荷
の
極
め
て
大
き
い
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

□
万
博
が
残
し
た
交
流
と
環
境
へ
の
意
識
の
高
ま
り

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
現
況

□
土
地
区
画
整
理
事
業
で
よ
く
整
備
さ
れ
た
反
面
、
歴
史
的

陰
影
の
乏
し
い
と
い
わ
れ
る
都
市
構
造

□
中
心
部
に
大
き
な
河
川
を
持
た
な
い
稀
な
都
市

□
緑
を
食
い
潰
し
て
膨
張
し
た
都
市
“
な
ご
や
”

□
Ｈ
2
年
か
ら
Ｈ
1
7
年
ま
で
の
1
5
年
で
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
約
1
6

個
分
（
1
6
0
0
h
a
）
の
緑
の
喪
失

昭
和
2
2
年
（
人
口
7
9
万
人
）

平
成
1
2
年
（
人
口
2
1
7
万
人
）

そ
の
た
め
に
は

そ
の
た
め
に
は

そ
の
た
め
に
は

そ
の
た
め
に
は

□
人
を
温
か
く
迎
え
、
“
な
ご
や
”
に
行
け
ば
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
実
現
で
き
る
と
思
え
る
雰
囲
気
・
風
土
の
醸
成
。

□
多
様
な
人
々
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
・
豊
か
な
交
流

が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
。

□
世
界
中
の
人
々
が
“
な
ご
や
”
を
印
象
的
に
思
い
浮
か
べ

る
魅
力
的
な
街
並
み
・
都
市
基
盤
の
創
出
。
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荷
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総
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世 界 的 視 点 で は

□
世
界
と
日
本
の
人
口
動
向
か
ら
こ
の
差
の

今
後
の
一
層
の
拡
大
。

□
シ
ェ
ア
の
低
下
は
存
在
感
の
低
下
さ
ら
に

は
求
心
力
低
下
へ
つ
な
が
る
恐
れ
。

参
考
：
東
海
4
県
の
位
置
づ
け
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提
案

提
案
提
案

提
案
２ ２２２
：
東
西
軸
に

『
中
心
市
街
地
へ
の

“
緑
と
せ
せ
ら
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
の
創
出
』

・
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
や
都
市
交
通
シ

ス
テ
ム
の
転
換
と
一
体
と
な
っ
た
中
心

市
街
地
の
う
る
お
い
再
生

提
案

提
案
提
案

提
案
３ ３３３
：2
軸
の
交
差
部
に

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
持
続

可
能
な
街
づ
く
り
』

・
住
民
主
体
の
水
と
緑
の
街
づ
く
り

・
公
園
、
緑
地
等
を
「
共
有
財
（
コ
モ
ン

ズ
）
と
捉
え
た
地
域
経
営

・
新
た
な
事
業
ス
キ
ー
ム
の
提
案

広
小
路
通
り
へ
の
導
入

要
約
２
/２

堀
川

名
城
公
園

提
案

提
案
提
案

提
案
１ １１１
：
南
北
軸
に

『
堀
川
を
真
に
“
魚
の
住
め
る
川
”
に

そ
し
て
“
人
が
遊
べ
る
川
”
に
』

～
堀
川
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
～

・
1
0
年
以
内
に
＜
Ａ
＞
ラ
ン
ク
に

・
人
工
干
潟
に
よ
る
自
浄
能
力
の
創
出

Ｊ
Ａ
Ｐ
ＩＣ
が
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
で
訴
え
た
い
こ
と

□
“
な
ご
や
”
が
木
曽
川
流
域
の
都
市
で
あ
る
こ
と
の
再
確
認
を
。
“
な
ご
や
”
を
考
え
る
視
野
を
流

域
か
ら
中
部
地
域
全
体
へ
。
さ
ら
に
は
世
界
に
開
か
れ
た
都
市
づ
く
り
の
議
論
へ
。

□
新
た
な
都
心
軸
“
緑
の
背
骨
と
風
の
道
”
を
中
心
と
し
て
、
“
来
た
る
べ
き
州
都
”
に
ふ
さ
わ
し
い

良
質
な
“
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
”
の
創
出
を
。
強
い
意
志
と
長
期
的
視
点
。
か
つ
旬
な
対
応
を
。

□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
水
と
緑
の
街
づ
く
り
。
そ
こ
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
多
様
な
人
々
の
交
流

と
触
発
が
生
み
出
す
、
“
な
ご
や
”
な
ら
で
は
の
新
し
い
価
値
創
造
都
市
へ
の
挑
戦
を
。

□
“
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
”
が
保
証
さ
れ
た
魅
力
的
な
街
区
景
観
の
創
出
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り

と
の
両
立
。
こ
の
“
な
ご
や
”
で
こ
そ
の
実
現
を
。

□
堀
川
・
中
川
運
河
の
再
生
と
“
2
1
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
ノ
づ
く
り
領
域
（
最
先
端
技
術
、
デ
ザ

イ
ン
、
文
化
・
芸
術
、
工
場
再
生
な
ど
）
”
と
の
融
合
を
。

中
川
運
河
沿
岸
地
区


